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令和４年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和３年度実績に基づく評価） 作成日 令和 4 年 7 月 25 日
基本目標名 3 健やかで元気に暮らせるまちづくり
政　策　名 1 健康で安心して暮らせるまちづくり
施　策　名 2 地域医療体制の充実

施策関係課 医療保険課、いきいき高齢課、感染症対策室

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

両毛地域医療体制(市外病院) 箇所 12 12 12

市内医療機関数（病院） 箇所 4 4 4

市内医療機関数（一般診療所・歯科診療所） 箇所 168 166 166

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
目標 79.0 80.0 81.0 82.0

実績 78.0 77.4 74.0 72.8

目標 60.0 61.0 62.0 63.0

実績 58.3 52.6 55.0 57.6

目標

実績 市政に関するアンケート調査

目標 市政に関するアンケート調査

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3

目標 282 283 284 285 目標 17 17 17 17 

実績 261 269 269 未 実績 17 16 16 16

目標 176 177 178 179 目標 8 8 8 8 

実績 172 172 170 170 実績 8 8 8 8

目標 16 16 16 16 目標

実績 16 21 22 23 実績

目標 10,200 10,300 10,400 10,500 目標

実績 9,623 8,712 3,057 4,409 実績

目標 2 2 2 2 目標

実績 2 2 2 2 実績

目標 2 2 2 2 目標

実績 2 2 2 2 実績

目標 190 200 210 220 目標

実績 183 195 132 111 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和３年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性
施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

健康増進課

晝　間　英　介

施策の目
的

「対　象」

①地域医療体制を構成する医療機関（市外の病
院）
②市内医療機関（病院）
③市内医療機関（一般診療所、歯科診療所）

①
かかりつけの医者を持っている市民
の割合

％

②
市内の医療体制に満足している市
民の割合

％

③

成果指標の
取得方法④

医療機会
の充実

・医療機関
（病院）
・医療機関
（一般・歯
科）

・身近で安心した医
療を提供できる。 ①

市内の医師・歯科
医師数

人

地域医療
体制の確
保

・地域医療
体制を構成
する医療機
関（市外の
病院）
・市内医療
機関（病院）
・市内医療
機関（一般
診療所、歯
科診療所）

・安心して受診でき
る医療体制が整備
されている。

①
両毛地域医療体
制（病院）

箇所

②
市内医療機関数（病
院、一般・歯科診療
所）

箇所 ②
在宅療養支援診
療所の数

箇所

③
市民病院の常勤
医師数

人

①
休日・夜間緊急診
療所利用者数

人

②
２４時間体制の医
療機関数

箇所

③
二次救急医療が受
けられる医療機関
数

箇所

④
休日歯科診療所
利用者数

人

・市民病院を運営する法人に対し、民間譲渡に関する基本協定書に基づく支援を行う。
・「かかりつけ医」を持つ必要性について市民の理解を深めるため、医師会及び歯科医師会と
連携した取組を推進する。
・救急医療体制を確保するため、救急医療機関への継続的な支援を行う。
・中山間地域において安心して受診できる医療サービスを提供するため、へき地診療所４か所
を含む市内５か所の国民健康保険診療所の安定経営を図り、併せて市全体の診療所のあり
方を検討する。
・新型コロナウイルス感染症に対し、迅速な対応を図る。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・市民病院を運営する法人に対し、民間譲渡に関する基本協定書に基づく支援を行った。
・「かかりつけ医」を持つ必要性について、医師会及び歯科医師会と連携した取組を推進し、医療現場で
の周知に努めた。
・救急医療体制を確保するため、救急医療機関の運営を支援するための補助金を交付した。
・国民健康保険診療所において、新型コロナ感染防止対策を実施し、中山間地域において安心して受
診できる医療サービスを提供することができた。
・新型コロナウイルス感染症に対し、迅速な対応を図り、感染症対策に取り組む医療機関への支援を
行った。
【成果指標達成状況】
かかりつけの医者を持っている市民の割合・市内の医療体制に満足している市民の割合共に目標値を
達成できなかった。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・市民病院を運営する法人に対し、民間譲渡に関する基本協定書に基づく支
援を行い、救急医療及びへき地医療の充実を図った。
・県からの派遣医師や、市民病院の代診医師を活用し、国民健康保険診療
所の診療日数を確保した。また新型コロナ感染防止対策を施し、安全・安心
な医療サービスを提供した。
・「かかりつけ医」を持つ重要性の理解促進を図るため、、医師会及び歯科
医師会と連携し、医療現場での周知に努めた。
【成果指標達成状況】
・市内の医師・歯科医師数は県数値が未発表のため未定。
・市内医療機関数（病院、一般・歯科診療所）は目標値を達成できなかった。
・市民病院の常勤医師数は目標値を達成できた。

【基本事業の取組方針達成状況】
・市民病院を運営する法人に対し、民間譲渡に関する基本協定に
基く、支援を行い、地域の医療体制を確保することができた。

【成果指標達成状況】
・両毛地域医療体制（病院）は目標値を達成できなかった。
・在宅療養支援診療所の数は目標値を達成できた。

【基本事業の取組方針達成状況】
・救急医療を担う医療機関の運営を支援し、救急時の地域医療
体制を維持し、市民の健康と安全を確保を図ることができた。
【成果指標達成状況】
・休日・夜間緊急診療所利用者数は目標値を達成できなかっ
た。
・２４時間体制の医療機関数は目標値を達成できた。
・二次救急医療が受けられる医療機関数は目標値を達成でき
た。
・休日歯科診療所利用者数は目標値を達成できなかった。

・市民病院の民設民営化による持続可能な運営を目指し、支援を行ってきた。今後も民
間譲渡に関する基本協定書に基づく支援を行い、自立した病院運営が可能となるよう努
め、地域医療の充実を図ることができた。
・かかりつけ医の周知を行うため、関係機関と連携し、医療現場での周知に努めたほか、
広報紙による周知や本庁舎及び田沼・葛生行政センターに横断幕を掲示し、市民への
PRに努めた。
・救急医療を担う足利日赤・厚生病院・市民病院など医療機関の運営を支援することで、
救急時の地域医療体制を維持することができた。
・国民健康保険診療所において、県からの派遣医師や、市民病院の代診医師を活用し、
国保診療所の診療日数を確保した。
・新型コロナウイルス感染症による医療機関の負担を軽減するため、新型コロナウィルス
感染症対応地方創生臨時交付金を活用した支援を行い、地域医療体制の確保に努め
た。
・施策コストとして、施策全体の令和３年度の決算額は約７億６千７百万円で、令和２年度
の決算額は約６億７千３百万円と比べ、約９千３百万円の増額で、約１３．９％の増となっ
たが、その主な要因は市民病院の民間譲渡に関する基本協定書に基づく支援が１億円
増加したことによるものであった。

【令和４年度で解決する課題】
・原材料や光熱費高騰により、影響を受けている医療機関に
「新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活
用した支援を行う。
【令和５年度以降にも引き継がれる課題】
①かかりつけ医の必要性について、さらなる周知
②市民病院に対し、民間譲渡に関する基本協定書に基づく
支援
③国民健康保険診療所の安定経営
④救急医療機関への適切な支援
⑤医療従事者の確保や先進技術による省力化
⑥夜間・深夜透析の推進
【令和５年度重点課題】
⑦新型コロナウイルス感染症による市内医療機関への支援

①かかりつけ医を持つ市民を増やし、病気の早期発見・早期
治療につとめるとともに、病院への患者の集中を減らし医療
資源を担保する。
②市民病院に民間譲渡に関する基本協定書に基づく支援を
行い、持続可能な運営ができるようにすることで、医療機会
の充実を目指す。
③中山間地域において、安心して医療が受けられるよう、へ
き地診療所４箇所を含む５箇所の国保診療所の安定経営を
図る。
④救急医療体制を確保するため、救急医療機関への適切な
支援を行う。
⑤医療従事者確保のため、佐野市医師会附属佐野准看護
学校への支援を行うほか、Iotを活用した遠隔医療の導入に
ついて関係機関と研究を進める。
⑥夜間・深夜の透析の実施について、市内医療機関と協議
を行い、その実現に向け研究する。
⑦地域医療を守るため、新型コロナウイルス感染症により生
じた、市内医療機関の負担を軽減するための補助を行う。

成果指標
設定の考え方

①かかりつけ医を持つことにより、医療が身近
にあることで、病気になった時には気軽に受診
できるため、早期受診、早期治療につながるこ
とから成果指標とした。
②必要な時に安心して医療を受けることができ
るという施策の目的が、どれだけ達成している
かについては、市民の満足度を把握する必要
があるため、成果指標とした。

施策の目
的

「意　図」

①市民が必要な時に、安心して医療を受けるこ
とができるようにする。

救急・高度
医療体制
の充実

・医療機関
（病院）
・医療機関
（一般・歯
科）

・緊急時に安心して
適切な医療が提供
できる。

施
策

基
本
事
業

医療機会
の充実

・市民病院を運営する法人に対
し、民間譲渡に関する基本協定
に基づく支援を行い、救急医療
及びへき地医療の充実を図る。
・へき地診療所４か所を含む市
内５か所の国民健康保険診療
所の安定経営を図り、併せて新
型コロナウイルス感染症対策を
施すことで、中山間地域におい
て安心して受診できる医療サー
ビスを提供する。
・「かかりつけ医」を持つ重要性
の理解促進を図る。

地域医療
体制の確
保

・市民病院を運営する法人に対
し、民間譲渡に関する基本協定
に基き、移行期における経営安
定化及び新棟等施設整備のた
めの支援を行い、地域の医療
体制を確保する。

救急・高度
医療体制
の充実

・救急医療を担う医療機関の運
営を支援することで、救急時の
地域医療体制を維持し、市民の
健康と安全を確保を図る。

施
策
の
基
本
情
報

・全国的に医師、看護師不足の状況が続いている。
・超高齢社会を迎え、在宅医療のニーズが増加している。
・議会や市民から、市民病院の二次救急医療病院群輪番制への復帰要望がある。
・新型コロナウイルスの感染リスクから、医療機関への通院を控える人が増加してい
る。
・少子高齢化や離職率の高さから、医療従事者の人材不足が進行しており、新規医療
従事者の確保や先進技術の導入による省力化が必要となっている。
・夜間医療、特に佐野市では夜間・深夜の透析を実施していないことから、透析患者は
利便性が悪く、勤務時間を削らなくてはならない。そのため、夜間・深夜透析の研究を
進める必要がある。
・原材料高騰や光熱費高騰により、市内有床医療機関の経営が圧迫を受けている。

・かかりつけ医を持ち、病気の早期発
見・早期治療に努める。

・従業員の健康管理に努める。 ・国民健康保険診療所の安定した運
営に努める。
・民間譲渡となった市民病院の医療
サービスの向上を推進する。
・地域医療体制を構築する組織機構
の再編を推進する。
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